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京
都
東
山
に
あ
る
双
林
寺
は
、
西
行
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
西
行
を

慕
う
人
々
が
集
う
場
所
で
あ
る
こ
の
寺
は
、
例
え
ば
支
考
が
芭
蕉
の
三

回
忌
法
要
を
執
り
行
っ
て
後
、
支
麦
系
俳
家
の
交
流
の
場
と
な
る
な
ど
、

俳
諧
史
上
で
も
度
々
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
双
林
寺
は
、
桜
の
名
所
と

し
て
も
知
ら
れ
、
豊
臣
秀
吉
も
当
寺
に
閑
遊
し
た
と
伝
わ
る
。
山
号
は

金
玉
山
。
最
澄
を
開
祖
と
し
た
天
台
宗
の
寺
で
あ
る
が
、
一
時
期
頽
廃
。

至
徳
年
間

(

一
三
八
四
�
一
三
八
七)

、
国
阿
上
人
に
よ
っ
て
再
興
さ

れ
、
明
治
初
年
ま
で
は
時
宗
国
阿
派
の
本
山
で
あ
っ
た
。
本
尊
は
重
要

文
化
財
の
薬
師
如
来
坐
像
。
明
治
初
年
、
名
勝
地
の
公
園
化
計
画
に
あ

た
り

(

注
１)

、
寺
域
が
円
山
公
園
に
指
定
さ
れ
、
現
在
で
は
本
堂
を
残
す
の
み

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
寺
の
三
十
四
世
住
職
が
月
峰
で
あ
る
。
画
人
と
し
て
知
ら
れ
る

月
峰
の
作
品
は
、『

京
城
画
苑』

(

文
化
十
一
年

(

一
八
一
四)

刊)

な

ど
の
画
譜
や
、
百
名
を
超
え
る
当
時
の
著
名
な
画
家
が
絵
を
挿
し
た

『

古
方
薬
品
考』

(

天
保
十
三
年

(

一
八
四
二)

刊)

な
ど
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
俳
書
や
俳
諧
一
枚
摺
り
に
も
多
く
そ
の
名
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は

(

注
２)

、
彼
が
画
事
に
加
え
俳
諧
も
能
く
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
月
峰
は
、
同
時
代
の
俳
書
に
頻
繁
に
句
を
寄
せ
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、
二
条
邸
に
て
行
わ
れ
た
俳
諧
興
行
、
い
わ
ゆ
る
二
条
家
俳
諧
に

も
寛
政
二
年
よ
り
度
々
出
座
し
て
い
る

(

注
３)

。
ま
た
、
画
僧
と
し
て
活
躍
し
、

俳
事
に
遊
ん
だ
月
峰
は
、
実
に
多
く
の
文
人
と
深
交
を
結
ん
で
お
り
、

彼
の
名
前
は
こ
の
時
代
の
様
々
な
資
料
に
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
月
峰

の
持
つ
多
角
的
な
魅
力
と
、
当
時
の
京
都
東
山
、
ま
た
双
林
寺
と
い
う

環
境
の
利
点
の
相
乗
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
従
来
、

池
大
雅
の
研
究
に
お
い
て
一
面
的
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
し
か
な
か
っ
た

月
峰
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
関
係
資
料
、
と
り
わ
け
田
能
村
竹
田
と
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頼
山
陽
の
書
簡
を
用
い
、
そ
の
交
流
か
ら
確
認
さ
れ
る
月
峰
の
晩
年
の

活
動
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
月
峰
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
月
峰
の
伝
記
的
事
項
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
辞
書
の
類

に
項
を
立
て
ら
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
画
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
に

限
ら
れ
、
そ
れ
も
最
も
詳
し
い
の
が
昭
和
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

『

新
撰

大
人
名
辞
典』

(

平
凡
社
、
現
在

『
日
本
人
名
大
辞
典』

と
し
て
復
刊)

と
い
う
、
い
さ
さ
か
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
く
。

月
峰

徳
川
中
期
の
画
僧
。
大
雅
堂
三
世
。
宝
暦
十
年
生
る
。
名

は
辰
亮
。
ま
た
、
菊
澗
と
号
す
。
京
都
東
山
双
林
寺
三
十
四
世
の

僧
で
長
喜
庵
に
住
す
。
若
年
か
ら
画
を
池
大
雅
に
学
ん
で
、
よ
く

そ
の
法
を
恪
守
し
、
ま
た
よ
く
大
雅
の
鑑
定
を
し
た
。
の
ち
餘
夙

夜
に
嗣
い
で
大
雅
堂
三
世
と
な
り
、
天
保
十
年
十
一
月
九
日
没
、

年
八
十
。
長
子
義
亮
業
を
継
ぎ
、
来
青
軒
と
号
す
。
肖
像
画
に
長

じ
、
頼
山
陽
の
像
を
描
い
た
。
元
治
二
年
二
月
二
十
一
日
没
。
次

子
清
亮
が
大
雅
堂
四
世
と
な
る
。
明
治
二
年
十
二
月
十
九
日
没
、

年
六
十
三
。
そ
の
子
定
亮
が
五
世
で
、
そ
の
時
代
に
真
葛
ヶ
原
の

大
雅
堂
を
廃
毀
し
て
し
ま
っ
た
。

(『

大
人
名
辞
典』)

こ
の
項
は
、
月
峰
そ
の
人
に
つ
い
て
と
い
う
よ
り
は
、
大
雅
堂
の
継

承
者
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
あ

れ
、
月
峰
と
い
う
人
物
に
関
し
て
、
こ
れ
以
上
に
詳
し
い
も
の
が
存
在

し
な
い
の
で
、
以
下
、
こ
の
記
事
を
確
認
、
補
強
す
べ
く
、
当
時
の
資

料
を
あ
た
っ
て
み
る
。

は
じ
め
に
見
る
の
は

『

平
安
人
物
志』

で
あ
る
。
月
峰
の
在
世
中
に

発
行
さ
れ
た

『

平
安
人
物
志』

は
、
明
和
五
年

(

一
七
六
八
・
九
歳

(

注
４))

、

安
永
四
年

(

一
七
七
五
・
一
六
歳)

、
天
明
二
年

(

一
七
八
二
・
二
三

歳)

、
文
化
十
年

(

一
八
一
三
・
五
四
歳)

、
文
政
五
年

(

一
八
二
二
・

六
三
歳)

、
文
政
十
三
年

(

天
保
元
年
、
一
八
二
九
・
七
〇
歳)

、
天
保

九
年

(

一
八
三
八
・
七
九
歳)

の
七
版
。
そ
の
う
ち
、
月
峰
が
掲
載
さ

れ
た
の
は
、
文
化
十
年
、
月
峰
五
四
歳
の
時
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
か
ら
、

没
す
る
前
年
、
天
保
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
ま
で
の
、
四
版
で
あ
る
。

考
え
て
み
て
も
、
文
化
十
年
よ
り
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

月
峰
が
掲
載
さ
れ
る
に
は
そ
の
年
が
若
す
ぎ
る
。
明
和
五
年
版
に
は
、

月
峰
の
画
に
お
け
る
師
匠
で
あ
る
池
大
雅
と
そ
の
妻
玉
瀾
、
安
永
四
年

も
同
じ
く
大
雅
と
玉
瀾
、
そ
し
て
翌
年
に
大
雅
は
没
し
、
天
明
二
年
版

で
は
玉
瀾
と
兄
弟
子
に
あ
た
る
青
木
夙
夜
が
掲
載
さ
れ
る
。
玉
瀾
は
天

明
四
年
に
、
夙
夜
は
享
和
二
年
に
こ
の
世
を
去
り
、
そ
の
後
に
刊
行
さ

れ
た『
平
安
人
物
志』

に
月
峰
が
掲
載
さ
れ
る
、
と
い
う
ふ
う
だ
か
ら
、

年
齢
も
熟
し
て
、
そ
の
技
量
も
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
掲
載
に
至
っ
た
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と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、『

平
安
人
物
志』

の
掲
載
内
容
は
、
次
の
通
り
。

文
化
十
年

五
四
歳

｢

画｣
｢

釈
辰
亮

菊
澗

東
山
双
林
寺

月
峯｣

文
政
五
年

六
三
歳

｢

文
人
画｣

｢
釈
辰
亮

菊
澗

東
山
双
林
寺

月
峯｣

文
政
一
三
年

七
〇
歳

｢

篆
刻｣

｢

釈
月
峯

再
出

在
中
巻｣

｢

文
人
画｣

｢

釈
辰
亮

菊
澗

東
山
双
林
寺

月
峯

山
水｣

天
保
九
年

七
九
歳

｢

篆
刻｣

｢

釈
月
峯

出
画
部｣

｢

文
人
画｣

｢

釈
辰
亮

月
峯

双
林
寺
金
量
院｣

月
峰
は
、
文
人
画
、
と
り
わ
け
山
水
を
描
き
、
ま
た
篆
刻
の
腕
も
よ

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『

平
安
人
物
志』

の
ほ
か
、
登
載
さ
れ
る
人
物
志
の
類
で
は
、
そ
れ

ほ
ど
目
新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
双
林
寺
内
に
あ
る

月
峰
の
墓
石
は
、
表
に

｢

双
林
寺
三
十
四
代
／
實
阿
弥
陀
佛｣

、
裏
面

に

｢

天
保
十
己
亥
十
一
月
九
日
寂｣

と
あ
る
そ
う
で
あ
る

(『

京
都
名

家
墳
墓
録

(

注
５)』)

。
ま
た
、
月
峯
没
後
の
安
政
二
年

(

一
八
五
五)

に
刊
行

さ
れ
た

『

古
今
墨
蹟
鑑
定
便
覧

画
家
書
家
医
家
之
部』

に
も
同
じ
没

時
が
記
さ
れ
る
。

僧
月
峯

名
ハ
辰
亮
、
洛
東
山
双
林
寺
中
長
喜
庵
主
タ
リ
。
若
年

大
雅
ヲ
師
ト
シ
学
ヒ
、
晩
年
益
進
ム
。
天
保
十
年
十
一
月
九
日
歿

ス
。

(

安
政
二
年
刊

『

古
今
墨
蹟
鑑
定
便
覧

画
家
書
家
医
家
之
部

(

注
６)』)

『

京
都
名
家
墳
墓
録』

や

『

大
人
名
辞
典』

で
は
、
そ
の
享
年
を
八

十
歳
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
根
拠
と
な
る
べ
き
資
料
を

見
つ
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
従
来
の
説

に
従
っ
て
お
く
こ
と
と
し
、
そ
の
生
年
を
仮
に
宝
暦
十
年(

一
七
六
〇)

と
す
る
。

画
を
得
意
と
す
る
月
峰
は
様
々
な
文
人
と
親
交
が
あ
っ
た
が
、
田
能

村
竹
田(

安
永
六
年(

一
七
七
七)

生
、
天
保
六
年(

一
八
三
五)

没
、

五
九
歳)

は
、
中
で
も
特
に
深
く
係
わ
っ
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
竹

田
の

『

竹
田
荘
師
友
画
録』

(

天
保
四
年
十
月
脱
稿)

巻
下
に
は
、
月

峰
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

釈
辰
亮
。
号
二

月
峯
一。
双
林
寺
有
レ

庵
。
曰
二

西
阿
弥
一

上
人
住
焉
。

弱
冠
。
大
雅
池
翁
仍
在
。
居
亦
接
近
。
晨
夕
往
来
。
学
レ

画
受
二

其
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指
授
一。
漸
長
。
与
二

龍
草
廬
・
皆
淇
園
・
蕉
中
・
六
如
其
他
諸
老
一

親
善
。
諸
老
亦
喜
三

其
年
少
。
才
慧
行
敏
。
能
会
二

人
意
一。
亦
復
相

愛
。
看
レ

花
聴
レ

鳥
。
撰
レ

杖
同
遊
矣
。
故
記
二

其
嘉
見
偉
行
一

為
レ

多
。

作
レ

画
。
恪
二

守
池
翁
遺
法
一。
古
朴
簡
疎
。
不
レ

阿
二

時
好
一。
又
善

鑑
二

池
翁
真
跡
一。
近
日
池
翁
真
跡
。
亦
海
内
流
行
。
贋
造
偽
作
。

紛
紛
錯
出
。
至
二

其
真
蹟
一。
千
無
二

一
二
一。
故
来
求
二

審
定
一

者
。
毎

日
門
外
接
レ

武
。
上
人
一
一
弁
証
。
細
二

論�

渭
一

矣
。
予
寓
二

双
林

寺
一

日
久
。
故
屡
寓
目
焉
。
予
初
東
上
入
レ

京
。
先
与
二

上
人
一

相
識
。

爾
後
殆
向
二

三
紀
一。
猶
嗣
二�

音
一

無
レ

絶
矣
云
。

(『
竹
田
荘
師
友
画
録

(

注
７)』

巻
下)

双
林
寺
の｢

西
阿
弥｣

と
い
う
庵
に
月
峰
は
住
ん
で
い
た
と
い
う
が
、

『

京
羽
二
重

(

注
８)』

巻
四

(

貞
享
二
年

(

一
六
八
五)

刊)
に
拠
れ
ば
、｢

西

阿
弥｣

と
は
長
喜
庵
を
指
す
。
天
明
三
年

(

一
七
八
三)
成
立
の
西
村

定
雅
の
俳
諧
撰
集『

椿
亭
記』

の
中
で
も
、
月
峰
は
西
阿
弥
の
主
人
で
、

そ
こ
は
美
し
い
庭
を
有
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

我
、
此
頃
、
双
林
寺
な
る
西
阿
弥
の
園
の
か
た
は
ら
に
よ
も
ぎ
の

軒
を
結
ひ
て
…

(

中
略)

…
も
と
よ
り
阿
弥
の
あ
る
じ
月
峰
子
は

所
謂
数
奇
人
に
て
、
家
居
よ
り
庭
の
木
だ
ち
、
遣
り
水
の
さ
き
、

菊
の
谷
の
な
が
れ
を
せ
き
入
れ
て
、
見
ど
こ
ろ
多
く
つ
く
り
み
が
ゝ

れ
た
れ
ば
…

(

天
明
三
年

『

椿
亭
記

(

注
９)』)

定
雅
が
褒
め
た
美
し
い
庭
の
様
子
は
、『

都
林
泉
名
勝
図
会』

(

寛
政

十
一
年

(

一
七
九
九)

刊)

中
に

｢

長
喜
庵｣

と
題
し
た
、｢

菊
渓｣

を
引
き
入
れ
た
庭
の
図
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

『

椿
亭
記』

の
ほ
か
、
寛
政
九
年
三
月
二
七
日
、
清
水
寺
で
行
わ
れ

た
新
書
画
展
観
の
出
品
目
録

(

注
�)

の
う
ち
に
も

｢

墨
菊

源
栲
亭
賛

僧
月

峰
双
林
寺

西
阿
弥｣

(

８
オ)

と
あ
る
。
月
峰
は

｢

西
阿
弥｣

こ
と

｢

長
喜
庵｣

に

住
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
で
月
峰
は
、
若
い
時
分
、
近
所
に
住
む
池
大
雅
の
居
宅
に
し

ば
し
ば
出
入
り
し
、
画
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
池
大
雅
の
住
居
は
、

明
和
五
年
の

『

平
安
人
物
志』

に
よ
れ
ば

｢

智
恩
院
袋
町｣

、
安
永
四

年
版
で
は

｢

祇
園
下
河
原｣

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
確
か
に
双
林
寺
に

近
い
。
享
保
八
年

(

一
七
二
三)

生
ま
れ
の
大
雅
と
、
宝
暦
十
年

(

一

七
六
〇)

生
ま
れ
と
い
う
月
峰
と
の
間
に
は
四
十
歳
弱
の
年
齢
差
が
あ
っ

た
。
大
雅
が
没
す
る
の
は
、
安
永
五
年

(

一
七
七
六)

四
月
十
三
日
。

そ
の
時
、
月
峰
は
ま
だ
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
雅
に

師
事
し
た
期
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も

あ
れ
、
月
峰
は
大
雅
晩
年
の
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

注
�)

。

長
じ
て
か
ら
は
、
安
永
四
年
、
近
江
彦
根
藩
を
致
仕
し
て
以
来
東
山

に
住
ん
だ
龍
草
廬

(

正
徳
四
年

(

一
七
一
四)

生
、
寛
政
四
年

(

一
七
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九
二)

没
、
七
九
歳)

、
僧
侶
で
あ
る
六
如

(

享
保
十
九
年

(

一
七
三

四)
生
、
享
和
元
年

(

一
八
〇
一)

没
、
六
八
歳)

、
儒
家
で
書
画
に

も
造
詣
の
深
い
皆
川
淇
園

(

享
保
十
九
年

(

一
七
三
四)

生
、
文
化
四

年

(

一
八
〇
七)
没
、
七
四
歳)

、
交
友
範
囲
の
広
か
っ
た
大
典

(

号

蕉
中
。
享
保
四
年

(
一
七
一
九)

生
、
享
和
元
年

(

一
八
〇
一)

没
、

八
三
歳)

な
ど
と
い
っ
た
年
長
者
に
、
そ
の
才
能
や
気
配
り
の
よ
さ
か

ら
気
に
入
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
実
際
、
龍
草
廬
に
例
を
と
っ
て
み
れ

ば
、
先
に
挙
げ
た
寛
政
十
一
年
刊

『
都
林
泉
名
勝
図
会』

中
の
双
林
寺

長
喜
庵
の
箇
所
に
、
龍
草
廬
の
詩

｢
宿
二

蔡
華
院
主
月
峰
之
住
庵
一｣

が

載
る
。
そ
の
他
、
草
廬
の
詩
文
集
を
捲
っ
て
み
る
と
、｢

冬
日
双
林
寺
ノ

集
同
ク二

諸
子
ト一

賦｣
｢

双
林
寺
ノ

避
暑｣

(『

艸
廬
集』
七
編
巻
之
一

(

注
�))

｢

双

林
寺
伏
枕
ノ

吟｣
(

同
巻
之
二)

｢

双
林
寺｣
(

同
巻
之
三)

と
い
っ
た
よ

う
に
、
双
林
寺
を
題
と
す
る
詩
が
い
く
つ
も
見
つ
か
る
。

大
雅
に
学
ん
で
、
そ
の
筆
法
を
守
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、

文
化
十
三
年
成『

竹
田
山
荘
蔵
書
画
記

(

注
�)』

に
も
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
、

最
後
に

｢

蓋
如
二

上
人
一。
謂
三

之
善
学
二

前
人
一

矣
。｣

と
褒
め
て
い
る
。

大
雅
作
品
の
真
贋
を
見
極
め
る
能
力
は
、
月
峰
も
自
負
し
て
い
た
よ
う

で
、
竹
田
に
対
し
て
よ
く

｢

翁
真
跡
甚
佳
者
・
偽
造
甚
拙
者
。
一
覧
輒

知
。
不
レ

俟
二

人
言
一。｣

と
語
っ
て
い
た
と
い
う

(『

山
中
人
饒
舌

(

注
�)』)

。

月
峰
の
住
居
に
つ
い
て
は
、
文
化
一
三
年
序

『

淇
園
文
集』

に
次
の

よ
う
に
記
す
。

�

刻
池
無
名
寄
興
雲
煙
画
巻
跋

…
及
二

玉
蘭
歿
一

其
ノ

所
レ

蓄
書
画
、
尚
盈
二

溢
篋
笥
一

門
人
乃
相
与
ニ

謀
テ

鬻
レ

之
、
用
二

其
所
レ

獲
之
金
一

営
二

大
雅
堂
ヲ

于
双
林
寺
ノ

側
一

庶
ク
ハ

以
得
レ

存
二

其
ノ

師
ノ

蹤
ヲ

於
後
世
一

焉
及
堂
就
ル
ニ

一

乃
令
二

無
名
旧

門
人
青
木
生
居
�

之
。
無
レ

幾
青
木
歿
シ
テ

而
月
峯
因
テ

遷
レ

自
二

双
林

西
阿
弥
一

而
来
居
二

大
雅
堂
一。

(『

淇
園
文
集』

前
編
巻
七

(

注
�))

大
雅
の
妻
で
あ
る
玉
瀾
が
天
明
四
年

(

一
七
八
四)

に
没
し
た
後
、

門
人
た
ち
は
大
雅
の
遺
財
で
あ
る
書
画
を
売
り
払
い
、
そ
の
金
で
双
林

寺
の
傍
に

｢

大
雅
堂｣

を
建
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
享
和
二
年

(

一
八
〇

二)

に
京
都
を
訪
れ
た
馬
琴
は
、
旅
行
記

『

羇
旅
漫
録』

で
、
大
雅
堂

を
酷
評
す
る
。

大
雅
堂
は
。
東
山
雙
林
寺
中
長
喜
庵
の
向
ひ
に
あ
り
。
是
は
七
八

年
前
に
建
し
所
な
り
と
ぞ
。
料
理
を
し
て
鬻
ぐ
。
瓦
に
は
大
雅
堂

の
三
字
を
篆
し
て
。
家
の
作
り
も
甚
だ
俗
な
れ
ば
。
案
に
相
違
し

て
人
に
問
ふ
に
。
む
か
し
の
大
雅
堂
は
祇
園
の
か
た
は
ら
に
あ
り

し
が
類
焼
せ
り
。
今
の
あ
る
じ
は
哥
妓
な
る
よ
し
。
空
し
く
大
雅

堂
の
名
を
お
か
す
と
い
ふ
。
い
か
さ
ま
家
作
二
階
等
の
物
數
寄
。

そ
の
俗
な
る
こ
と
丸
山
の
料
理
茶
屋
に
お
と
れ
り
。

(『

羇
旅
漫
録

(

注
�)』)
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馬
琴
が

｢

長
喜
庵
の
向
ひ｣

と
い
う
大
雅
堂
は
、
天
明
七
年
刊

『

拾

遺
名
所
図
会』

、
文
久
三
年

『

花
洛
名
勝
図
会
東
山
之
部』

な
ど
の
挿
絵
で

は
、
双
林
寺
門
前
の
北
側
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
馬
琴
が
聞
い
た
話
で

は
、
七
、
八
年
前
、
即
ち
寛
政
七
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
天
明
七
年
に
は
挿
絵
に
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
玉

瀾
が
天
明
四
年

(

一
七
八
四)

に
没
し
て
後
、
時
を
お
か
ず
に
建
立
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
拾
遺
名
所
図
会』

に
は

｢

歌
仙
堂｣

と

項
を
立
て

｢

又
の
名
は
大
雅
堂
と
い
ふ
。
双
林
寺
境
内
門
前
の
北
に
あ
り
。
別

室
に
観
世
音
を
安
置
す
。
金
銅
仏
、
長
は
五
寸
五
分
計
也
。
此
堂
の
名
を
歌
仙
堂
と

い
ふ
は
、
ち
か
き
と
し
、
池
野
秋
平
と
い
ふ
風
流
の
人
あ
り
け
り
。

(

中
略)

今
よ
り
十
と
せ
あ
ま
り
一
と
せ
の
む
か
し
に
歿
せ
ら
れ
き
。

其
門
葉
、
其
趾
を
空
し
く
せ
ん
も
び
ん
な
き
事
と
て
、
古
へ
霊
山
に
て

天
哉
翁
長
嘯
子
が
い
と
な
み
給
ひ
し
歌
仙
堂
の
古
き
柱
礎
な
ど
有
し
を
、

か
の
山
の
坊
よ
り
も
ら
ひ
、
こ
れ
を
基
と
し
、
こ
ゝ
に
建
て
楼
の
上
に

六
畳
、
下
に
六
畳
の
筵
を
敷
て
歌
仙
堂
の
旧
蹟
を
と
ゞ
む
。
軒
の
瓦
に

は
、
か
の
大
雅
堂
と
い
ふ
篆
印
を
瓦
に
造
り
て
葺
け
る
也
。
是
な
ん
中

尾
氏
と
い
ふ
人
、
其
材
石
の
用
を
扶
て
建
ら
れ
し
と
ぞ
。(

中
略)

石
�
器

い
し
の
て
う
づ
ば
ち長

嘯
子
の
持
物
也
。
霊
山
に
有
し
を
哥
仙
堂
と
共
に
こ
ゝ
に
遷
す
。｣

と
あ
る
。

大
雅
堂
の
別
名
を
歌
仙
堂
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
文
久
三
年
刊

『

花
洛
名
勝
図
会
東
山
之
部』

の

｢

大
雅
堂｣

の
項
に
も

『

拾
遺
名
所
図
会』

の
内
容
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
に
引
き
継
い
で
は
い
る
も
の
の
、｢

歌
仙
堂｣

と
い
え
ば
賀
茂
季
鷹
が
享
和
年
間
に
修
繕
を
始
め
、
文
化
八
年
に
完
成

し
た
も
の
を
指
す
こ
と
が
多
く
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
大

雅
堂
を
歌
仙
堂
と
呼
ん
だ
と
い
う
記
述
は
見
な
い
。
と
は
い
え
、
長
嘯

子
の
物
で
あ
っ
た
と
い
う
石
�
器
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
な
ら
、
全
く
の

無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、｢

歌
仙
堂｣

と
い
う
呼
び
方
に

は
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
内
容
が
指
し
示
す
も
の
は
、
瓦
の
話

な
ど
か
ら
し
て
、
馬
琴
の
い
う
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
馬
琴
が
訪
れ
た

享
和
二
年
夏
に
は
、
青
木
夙
夜
存
命
中
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が

(

夙

夜
は
享
和
二
年

(

一
八
〇
二)

十
月
二
十
三
日
没)

、
そ
こ
は
も
は
や

大
雅
の
美
績
を
称
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

と
も
か
く
、
夙
夜
の
没
後
、
月
峰
は
西
阿
弥
、
即
ち
双
林
寺
長
喜
庵
か

ら
大
雅
堂
に
移
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
大
雅
堂
の
評
判
は
や
は
り
い
ま
ひ
と
つ
良
く

な
い
よ
う
で
、
文
化
五
年(

一
八
〇
八)

成
立『

胆
大
小
心
録』

に
は
、

大
雅
や
蕪
村
、
芭
蕉
な
ど
の
書
画
の
値
が
急
騰
し
て
い
る
こ
と
を
と
り

あ
げ
て
秋
成
ら
し
く
皮
肉
を
言
う
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
大
雅
堂
に

つ
い
て
こ
の
よ
う
に
い
う
。

又
彼
先
生
も
、
双
林
寺
の
庭
に
大
雅
堂
と
云
所
が
出
来
う
と
は
。

何
や
ら
一
風
に
た
て
ゝ
、
た
ん
と
あ
つ
た
弟
子
衆
が
、
蘭
亭
の
流

に
て
、
茶
室
が
た
つ
た
で
、
茶
の
湯
は
と
ん
と
し
ら
ぬ
人
の
追
善
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会
、
な
い
雅
堂
と
な
り
ま
し
た
。
今
は
塩
が
ま
の
烟
の
き
へ
た
よ

り
、
室
町
殿
の
舘
が
や
け
た
よ
り
、
あ
わ
れ
に
な
つ
た
。

(『

胆
大
小
心
録

(

注
�)』)

大
雅
堂
は
、『
京
都
坊
目
誌

(

注
�)』

に

｢

其
子
義
亮
其
子
清
亮
を
経
て
定

亮
の
時
に
至
り
、
明
治
三
十
六
年
公
園
地
整
理
の
故
を
以
て
移
転
せ
し

め
。
実
は
廃
す

地
は
旧
址
と
し
て
保
存
せ
ら
る
。
大
正
三
年
元
同
家
に
あ
り

し
。
大
雅
堂
の
碑
を
此
に
寄
附
し
再
建
す
。｣

と
あ
る
。
清
亮
は
義
亮

の
弟
。
文
政
十
三
年
に
は
既
に
大
雅
堂
に
住
ん
で
い
た
。
同
年
刊

『

平

安
人
物
志』

文
人
画
の
項
に
、
義
亮
に
続
い
て

｢

釈
清
亮

前
人
弟
／

居
双
林
寺
境
地
大
雅
堂｣

と
あ
る
。
天
保
四
年
の『

竹
田
荘
師
友
画
録』

を
は
じ
め
、
後
述
す
る
書
簡
の
類
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
青
木
夙
夜
没

(

享
和
二
年)

後
に
大
雅
堂
へ
移
っ
た
と
い
う
月
峰
は
、
大
雅
堂
を
次

男
で
あ
る
清
亮
に
譲
り
、
再
び
長
喜
庵
に
戻
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
天
保
九
年『

平
安
人
物
志』

に
よ
れ
ば
、
月
峰
は｢

金
量
院｣

、

義
亮
は

｢

長
喜
庵｣

、
清
亮
は

｢

在
大
雅
堂｣

と
さ
れ
な
が
ら
も

｢
松

泉
院｣

と
記
さ
れ
る
。
長
喜
庵
は
、『

花
洛
名
勝
図
会』

に

｢

当
寺
の

住
持
、
こ
ゝ
に
居
れ
り｣

と
あ
る
か
ら
、
月
峰
は
住
持
と
し
て
の
職
務

は
義
亮
に
任
せ
、｢

金
量
院｣

な
る
子
院
で
晩
年
を
過
ご
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

二
、
月
峰
の
交
友
と
そ
の
人
と
な
り

こ
の
時
期
の
様
々
な
資
料
に
そ
の
名
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
交
友

範
囲
の
広
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
月
峰
は
実
際
に
は
ど
の

よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
先
に
挙
げ
た
竹
田
を
軸
に
、
そ
の
活
動

を
追
っ
て
み
た
い
。

豊
後
の
人
で
あ
る
田
能
村
竹
田
は
、
儒
学
や
画
を
学
ぶ
た
め
に
度
々

上
京
し
た
。

文
化
二
年

(

一
八
〇
五)

秋
、
詩
学
を
成
就
す
る
た
め
、
初
め
て
上

京
す
る
が
、
こ
の
時
、
竹
田
は
月
峰
と
出
会
う
こ
と
に
な
る

(

先
述

『

竹
田
荘
師
友
画
録』

巻
下)

。
二
人
の
交
流
の
様
子
を
具
体
的
に
み
て

み
る
と
、
例
え
ば
竹
田
の

『

屠
赤
瑣
瑣
録

(

注
�)』

に
は
、
乙
丑
十
月
晦
、
す

な
わ
ち
、
文
化
二
年
十
月
三
十
日
に
、
僧
月
峰
大
雅
堂
を
訪
ね
、
そ
こ

で
明
和
八
年
八
月
に
池
大
雅
が
描
い
た

｢

岳
陽
楼
図｣

を
見
た
と
い
う

か
ら

(

巻
二)

、
秋
成
が

｢

な
い
雅
堂｣

と
揶
揄
し
た
文
化
五
年
に
は
、

既
に
月
峰
が
移
り
住
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
文
化
二

年
九
月
脱
稿
、
翌
年
一
月
一
日
に
刊
行
と
な
っ
た
竹
田
の
漢
詩
集

『
�

詞
図
譜』

に
月
峰
が
蘭
牡
丹
図
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

上
京
し
て
す
ぐ
よ
り
二
人
は
近
し
く
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

竹
田
は
、
文
化
三
年
三
月
頃
、
儒
学
者
で
、
詩
文
や
書
画
も
能
く
し
た

村
瀬
栲
亭
に
入
門
。
翌
年
末
、
塾
を
去
り
、
豊
後
竹
田
に
帰
国
す
る
が
、
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文
化
八
年
、
同
十
一
年
と
上
京
す
る
。
そ
し
て
、
文
政
六
年

(

一
八
二

三)
に
は
文
化
五
年
に
誕
生
し
た
長
男
太
一(

如
仙)

を
連
れ
て
上
洛
。

そ
の
時
は
、
双
林
寺
門
前
南
側
に
僑
居
し
た
と
い
う

(

文
政
六
年
六
月

五
日
、
伊
藤
樵
渓
宛
竹
田
書
簡

(

注
�))

。
ま
た
年
明
け
て
、
二
月
十
一
日
に

橋
本
竹
下
・
亀
山
夢
研
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
節
京
遊
所
レ

交
、
不
レ

過
二

六
七
輩
一

候
、
其
他
一
切
不
レ

通
二

来

往
一

候
。
然
猶
閙
忙
、
終
日
ム
ザ
�

暮
し
申
候
。
所
レ

謂
六
七
輩

ハ
頼
山
陽
・
小
石
元
瑞
・
紀
春
琴
・
王
百
谷
・
物
西
阜
、
及
僧
大

含
・
月
峰
也
。

(『
田
能
村
竹
田
全
書』

書
翰)

文
化
八
年
の
上
京
で
初
め
て
面
会
し
、
そ
の
後
も
親
交
を
深
め
て
い
た

頼
山
陽
を
筆
頭
に
、
息
子
太
一
の
師
で
あ
る
医
師
小
石
元
瑞
・
浦
上
春

琴
・
小
田
百
谷
・
物
集
西
阜
・
雲
華
上
人
、
そ
し
て
月
峰
。
竹
田
が
交

誼
を
結
ん
で
い
た
人
物
は
わ
ず
か
六
、
七
名
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ

こ
に
月
峰
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ほ
ど
な
く
二
十
六
日
に
は
、
太
一
と
と

も
に
帰
国
す
る
が
、
文
政
十
二
年

(

一
八
二
九)

夏
、
太
一
は
再
び
小

石
塾
へ
入
る
。
大
坂
に
い
た
竹
田
が
息
子
へ
宛
て
た
手
紙
で
は

月
峰
上
人
・
木
米
老
人
も
、
無
二

延
引
一

走
謁
ス
ル
事
。

(

文
政
一
二
年
六
月
一
日

『

田
能
村
竹
田
全
書』

書
翰)

月
峰
に
も
す
ぐ
に
挨
拶
へ
行
く
よ
う
、
促
し
て
い
る
。

竹
田
に
帰
国
し
て
い
る
間
も
、
竹
田
と
月
峰
の
間
で
は
書
状
な
ど
が

交
わ
さ
れ
て
い
た
。『

竹
田
文
全
集

(

注
�)』

に
は
、
文
政
十
一
年
に
は

｢

試
二

沙
羅
双
樹
林
寺
僧
月
峯
亮
公
。
所
レ

送
双
竜
古
墨
一。｣

と
あ
る
。
ま
た
、

竹
田
が
没
す
る
二
年
前
に
纏
め
た
先
述
の

『

竹
田
荘
師
友
画
録』

に
も

｢

爾
後
殆
向
二

三
紀
一。
猶
嗣
二�

音
一

無
レ

絶
矣
云
。｣

と
、
出
会
っ
て
か
ら

三
〇
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
変
わ
ら
ず
交
情
を
深
め
て
い
た
こ
と
を
記

し
て
お
り
、
二
人
の
間
は
竹
田
が
死
去
す
る
ま
で
続
い
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。

在
京
中
の
竹
田
が
、
同
郷
出
身
の
雲
華
に
宛
て
た
書
簡
が
存
す
る
。

過
刻
頼
兄
一
同
参
申
候
処
、
御
手
牘
拝
見
仕
候
。
紅
葉
最
早
七
八

分
染
尽
、
来
日
ハ
難
レ

期
、
此
游
不
レ

可
レ

不
レ

同
候
間
、
早
々
御
令

駕
可
レ

被
レ

下
候
。
此
会
、
上
人
の
口
よ
り
出
候
而
、
御
食
言
ハ
聞

え
ぬ
事
と
、
頼
兄
こ
ゞ
と
申
候
、
早
々
御
出
可
レ

被
レ

下
候
。
月
峰

上
人
、
指
支
へ
ハ
少
し
も
無
二

御
座
一

候
、
以
上
。

十
四
日

只
今
早
ク
御
出
奉
レ

待
候
、
妄
語
戒
ハ
不
レ

可
レ

被
候
也
。

竹
田
生
、
拝

含
公
侍
史

箱
蓋
と
詩
ハ
、
御
出
之
上
、
頼
兄
よ
り
渡
ス
ト
云
ふ
事
也
。
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(

文
政
六
年
十
月
十
四
日

『

田
能
村
竹
田
全
書』

書
翰)

雲
華
が
言
い
出
し
た
紅
葉
見
で
あ
る
が
、
肝
心
の
雲
華
が
遅
れ
て
し

ま
い
、
山
陽
が
そ
れ
に
小
言
を
言
っ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
ぞ
は
や
く
お

出
で
下
さ
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
時
に
成
っ
た

｢

十
月
十
四

日

訪
二

月
峰
房
一。
頼
・
田
二
兄
先
在
レ

座
。｣

と
題
し
た
雲
華
の
漢
詩

が
あ
り
、
紅
葉
を
楽
し
む
宴
が
月
峰
房
、
す
な
わ
ち
双
林
寺
で
行
わ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
月
峰
の
元
に
は
度
々
人
が
集
っ

た
。
と
く
に
山
陽
は
、
文
政
十
年
閏
六
月
二
十
四
日
、
梁
川
星
巖
宛
の

書
簡
に
も

｢

今
日
雨
晴
候
て
、
月
峰
へ
可
レ

参｣
(『

頼
山
陽
書
翰
集』

下

(

注
�))

と
あ
る
よ
う
に
、
屡
々
、
月
峰
を
訪
ね
て
い
た
。

山
陽
は
、
時
に
は
月
峰
相
手
に
駄
々
を
捏
ね
る
よ
う
な
様
を
も
見
せ

る
。

又
々
申
上
候
。
昼
之
内
は
御
対
客
に
て
、
御
隙
有
レ

之
ま
じ
く
候

へ
ど
も
、
夜
は
も
は
や
宜
布
と
奉
レ

存
候
。
只
今
井
菱
に
居
申
候
。

不
レ

苦
候
ハ
ゞ
只
今
御
出
被
レ

下
度
奉
レ

希
候
。
今
度
、
御
く
さ
り

な
さ
れ
候
ハ
ゞ
、
以
来
絶
交
仕
候
、
鳥
渡
に
て
も
よ
ろ
し
く
候
。

草
々
。

三
月
廿
三
日
夜

三
本
木

頼

双
林
寺
長
喜
庵
様

(

年
未
詳
三
月
二
十
三
日

『

頼
山
陽
書
翰
集』

下)

頼
山
陽
は
、
安
永
九
年
生

(

一
七
八
〇)

、
天
保
三
年

(

一
八
三
二)

没
、
享
年
五
十
三
歳
。
月
峰
は
、
親
子
ほ
ど
も
年
の
離
れ
た
頼
山
陽
に

も
慕
わ
れ
て
い
た
。
月
峰
の
元
に
集
ま
る
ば
か
り
で
な
く
、
山
陽
の
家

に
会
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
文
政
一
二
年
十
二
月
一
五
日
、
田
能
村
竹

田
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、

時
ニ
今
夕
、
月
峰
・
百
六
を
呼
、
此
間
之
缺
欠
を
補
候
、
大
分
ウ

マ
キ
物
も
御
座
候
、
□
□
来
否
不
レ

可
レ

知
候
へ
共
、
必
来
申
候
、

両
人
対
坐
食
尽
も
可
レ

惜
候
。
先
生
間
隙
な
れ
バ
挙
玉
奉
レ

煩
度
候
。

左
候
へ
ば
失
礼
ニ
類
候
へ
ど
も
、
親
交
意
不
二

相
猜
一

な
る
べ
し
。

(『

頼
山
陽
書
翰
集』

続

(

注
�))

山
陽
の
家
で
、
月
峰
・
木
米
、
そ
し
て
竹
田
の
三
人
で
宴
を
催
そ
う
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
書
か
れ
た
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
十

月
一
日
、
月
峰
・
木
米
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
寒
蘭
が
美
し
く
咲
い
た

の
で
、
明
日
の
夕
方
に
見
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
。
二
日
が
不
都
合
で

あ
る
な
ら
、
三
日
で
も
よ
い
、
と
ま
で
言
う

(

年
未
詳
十
月
一
日
、

『

頼
山
陽
書
翰
集』

下)

。
先
の
書
簡

(

文
政
一
二
年
十
二
月
一
五
日
、

竹
田
宛
山
陽
書
簡)

に
も
月
峰
・
木
米
の
両
人
は
共
に
呼
ば
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
考
え
て
、
月
峰
は
青
木
木
米(

明
和
四
年(

一
七
六
七)

生
、

天
保
四
年

(

一
八
三
三)

没
、
六
七
歳)

と
も
親
し
く
付
き
合
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
年
配
者
か
ら
も
、
ま
た
年
若
い
人
達
か
ら
も

慕
わ
れ
る
月
峰
と
い
う
人
物
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
山
陽
が
橋
本
竹
下
に
宛
て
た
書
簡
に

(

年
未
詳
正
月

廿
四
日
、『

頼
山
陽
書
翰
集』
下)

｢

月
峰
と
申
す
男
は
、
い
つ
迄
も
人

の
厚
誼
は
不
レ

忘
も
の
に
候｣
と
言
う
。
そ
う
い
う
人
物
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
山
陽
は
月
峰
に
対
し
て
、
一
方
で
は
遠
慮
の
気
持
ち
も
忘
れ
な

か
っ
た
。
文
政
一
二
年
二
月
三
日
、
雲
華
宛
書
簡
で
は
、
翌
日
、
月
峰

亭
へ
行
く
に
あ
た
り
、｢

小
魚
御
持
可
レ

然
候
、
新
鮮
的
之
海
魚
、
鱠
も

妙
な
る
べ
し
。
僕
も
母
よ
り
差
越
候
妙
品
あ
り
、
持
参
可
レ

仕
。
ど
ふ

ぞ
月
公
に
些
も
心
配
さ
せ
ぬ
様
、
御
申
可
レ

被
レ

下
候
。
豆
腐
汁
だ
け
、

仕
て
も
ら
ふ
も
可
也
。｣

(『

頼
山
陽
書
翰
集』

下)

と
言
っ
て
い
る
。

此
方
よ
り
こ
そ
御
無
音
仕
候
。
毎
度
義
亮
様
御
尋
被
レ

下
、
今
朝

は
乍
レ

毎
御
丁
寧
之
御
義
ど
も
、
忝
奉
レ

存
候
。
左
様
候
へ
ば
、
何

よ
り
の
し
な
被
レ

掛
二

御
心
頭
一

、
毎
夕
之
肴
に
困
居
候
て
、
塩
辛

計
に
て
も
す
ま
ぬ
と
申
処
へ
御
佳
�
、
寒
厨
頓
生
二

気
色
一

候
。
万
々

御
厚
意
、
忝
奉
レ

存
候
、
然
し
痛
却
の
義
に
候
。
猶
拝
眉
御
礼
謝

可
二

申
上
一

候
。
草
々
頓
首
。

重
九

襄
拝
復

月
峰
老
上
人

(

年
未
詳
九
月
九
日

『

頼
山
陽
書
翰
集』

下)

こ
の
よ
う
に
、
月
峰
は
度
々
息
子
義
亮
を
遣
い
に
や
り
、
酒
の
肴
な

ど
を
届
け
さ
せ
て
い
た
。
馬
琴
も
言
う
よ
う
に
、
大
雅
堂
で
は
料
理
を

出
し
て
お
り

(『

羇
旅
漫
録』)

、
ま
た

『

花
洛
名
勝
図
会』

で
は
双
林

寺
の
図
に

｢

厨｣

の
場
所
も
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
双
林

寺
や
大
雅
堂
は
料
理
屋
と
し
て
も
十
分
に
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
東
山
と
い
う
土
地
は
、
そ
の
景
観
の
よ
さ
か
ら
、
古
来
人
々
が

集
う
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
双
林
寺
は
円
山
安
養
寺
と
同
じ

よ
う
に
、
そ
の
美
観
を
利
用
し
た
集
客
を
行
っ
て
い
て
、『

都
名
所
図

会』

に

｢

当
寺
の
院
々
も
風
景
あ
り
て
洛
陽
交
游
の
勝
地
な
り
。
春
秋

と
も
に
酣
歌
の
声
間
断
な
し
。｣

、『

花
洛
名
勝
図
会』

で
は
双
林
寺
の

長
喜
庵
、
文
阿
弥

(

勝
林
菴)

、
閑
阿
弥

(

発
心
菴)

な
ど
を
と
り
あ

げ
て

｢

各
庭
前
に
風
景
あ
り
。
洛
陽
遊
宴
の
一
勝
地
に
し
て
、
四
時
と

も
に
其
席
に
集
莚
し
て
酣
歌
す
る
人
さ
ら
に
断
る
事
な
く
、
円
山
の
坊

中
に
亜
た
り
と
い
ふ
べ
し
。｣

と
す
る
。
月
峰
は
双
林
寺
の
こ
う
し
た

点
を
も
う
ま
く
利
用
し
、
文
人
達
と
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
京
坂
の
文
人
達
が
月
峰
と
繋
が
り
を
持
と
う
と
す
る

理
由
の
ひ
と
つ
に
、
骨
董
品
の
収
集
を
趣
味
と
す
る
と
い
っ
た
、
好
事
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を
道
楽
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
文
化
十
一
年
十
二
月
七
日
、
浦
上

春
琴
宛
山
陽
書
簡
に
は

｢

肥
後
研
は
如
何
。
月

(

峰)

も
何
角
硯
を
得

た
と
申
居
候
。｣

(『

頼
山
陽
書
翰
集』

上

(

注
�))

と
い
う
。
月
峰
は
、
鑑
賞

に
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
美
し
い
硯
を
手
に
入
れ
、
山
陽
に
自
慢
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
文
政
元
年
、
長
崎
な
ど
を
巡
っ
た
山
陽
が
、
現
山

口
県
下
関
、
赤
間
関
よ
り
月
峰
に
宛
て
た
書
簡
は
、
山
陽
や
月
峰
、
春

琴
等
の
間
で
、
古
美
術
収
集
が
流
行
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
何
ぞ
京
の
も
の
共
の
目
玉
を
引
く
り
返
す
様

の
も
の
を
獲
て
帰
度
と
、
上
碧
落
・
下
黄
泉
・
天
の
さ
か
ほ
こ
・

石
人
の
い
わ
穴
迄
も
さ
が
し
候
へ
共
、
と
ん
と
な
い
と
云
た
ら
ひ

ど
い
も
の
に
候
。(

中
略)

さ
ぞ
春
琴
な
ぞ
は
、
す
わ
り
な
が
ら

よ
き
も
の
共
獲
は
せ
ぬ
か
と
、
三
百
里
さ
き
か
ら
気
が
せ
き
申
候
。

さ
れ
ど
も
、
少
々
は
御
目
に
か
け
候
も
の
も
御
座
候
。(
中
略)

猶
々
、
僕
捜
二

古
画
器
玩
一

も
、
自
娯
之
計
の
み
。
京
の
根
性
悪
ど

も
、
彼
交
易
者
流
と
一
口
に
可
レ

申
哉
と
、
今
か
ら
気
色
あ
し
く

候
。
然
し
、
こ
ん
な
事
は
、
生
涯
た
へ
ぬ
も
の
也
。
路
に
て
取
候

金
は
、
こ
と
�

く
物
を
買
て
、
空
嚢
に
て
帰
京
致
度
も
の
と
存

じ
候
へ
ど
も
、
な
い
と
来
て
は
困
た
も
の
也
。
金
は
ど
ふ
し
て
も

あ
ま
り
可
レ

申
候
。

(

文
政
元
年
十
二
月
二
十
四
日

『

頼
山
陽
書
翰
集』

上)

美
し
い
庭
に
美
味
し
い
酒
肴
で
客
人
を
も
て
な
し
、
さ
ら
に
は
古
器

で
目
を
楽
し
ま
せ
る

そ
れ
に
加
え
て
、
月
峰
は
来
訪
す
る
人
々
に

興
味
深
い
話
を
聞
か
せ
た
。

あ
る
日
、
門
人
の
男
が
蕪
村
宅
を
訪
ね
て
み
る
と
、
家
人
が
留
守
な

の
を
い
い
こ
と
に
、
大
声
を
あ
げ
、
芝
居
役
者
の
真
似
事
を
や
っ
て
い

た
、
と
い
う
有
名
な
話

(『

屠
赤
瑣
瑣
録』

巻
二)

を
竹
田
に
伝
え
た

の
は
、
そ
の
末
に

｢

月
峯
上
人
の
話
な
り｣

と
あ
る
よ
う
に
月
峰
で
あ

る
。
さ
ら
に
竹
田
に
は
、
俳
諧
師
五
雲
の
話
も
す
る

(

同)

。
山
陽
に
、

大
雅
妻
玉
瀾
の
母
と
い
う
百
合
に
つ
い
て
語
っ
た
の
も

(｢

百
合
伝｣

『

頼
山
陽
文
集』)

ま
た
月
峰
で
あ
る
。
画
や
篆
刻
の
み
な
ら
ず
、
俳
諧

も
能
く
し
、
多
く
の
俳
人
と
知
己
で
あ
っ
た
月
峰
は
、
書
画
壇
・
詩
壇
・

俳
壇
な
ど
の
分
野
を
超
え
て
、
人
間
関
係
を
構
築
し
て
ゆ
き
、
そ
の
結

果
、
様
々
な
話
題
が
、
彼
を
介
し
て
多
方
面
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

月
峰
の
も
と
に
は
、
在
京
の
者
だ
け
で
な
く
、
各
地
か
ら
上
洛
し
た

旅
行
者
も
訪
ね
て
き
た
。
文
政
六
年
四
月
二
十
八
日
に
は
、
福
岡
か
ら

上
っ
て
き
た
大
隈
言
足
・
伊
藤
常
足
が
大
雅
堂
を
訪
ね
て
い
る
。

常
足
ぬ
し
を
と
も
な
ひ
、
東
山
双
林
寺
中
月
峰
上
人
の
も
と
に
あ

そ
ぶ
。
其
子
の
義
亮
、
清
亮
も
ゐ
あ
ひ
た
り
。
此
寺
の
林
泉
、
さ

な
が
ら
深
山
幽
谷
の
ご
と
く
に
し
て
い
と
お
も
し
ろ
し
。
文
人
な
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ど
の
を
り
�

き
た
り
あ
そ
ぶ
と
こ
ろ
に
て
、
大
雅
の
か
け
る
額

な
ど
か
ゝ
げ
た
り
。

(『

大
熊
言
足
紀
行』

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵)

こ
の
よ
う
な
と
き
に
も
、
月
峰
は
恐
ら
く
珍
し
い
物
を
見
せ
、
耳
を

驚
か
す
よ
う
な
話
を
聞
か
せ
た
で
あ
ろ
う
。
竹
田
や
山
陽
、
そ
し
て
言

足
な
ど
の
例
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
月
峰
と
い
う
人
物
は
、
中
央
か
ら

地
方
へ
の
文
化
伝
播
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

三
、
月
峰
主
催
の
新
書
画
展
観

月
峰
を
語
る
上
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
が
、
月
峰
が

主
催
し
た
書
画
会
で
あ
る
。『

花
洛
名
勝
図
会』

の
長
喜
菴
の
項
に
、

｢

文
化
の
頃
よ
り
春
秋
三
月
二
十
三
日
、
九
月
二
十
三
日
両
度
書
院
の
毎
間
に

洛
下
の
書
画
を
展
観
せ
り
、
年
々
怠
ら
ず
。
そ
の
日
文
人
墨
客
来
集
し

て
大
い
に
盛
な
り
。｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
皆
川
淇
園

｢

書
画
展
観
品

目
名
字
録
首
引｣
(

文
化
一
三
年
序

『

淇
園
文
集』

前
編
巻
六)

に
よ

れ
ば
、
寛
政
六
年
八
月
五
日
に
双
林
寺
で
新
書
画
展
観
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
と
、『

花
洛
名
勝
図
会』

に
い
う
月
峰
主
催
の

長
喜
庵
展
観
と
が
同
じ
性
質
の
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
従
っ

て
、
こ
の
書
画
会
の
起
源
が
い
つ
頃
に
な
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
数
通
の
山
陽
書
簡
に
よ
れ
ば
、
展
観
の
開
催
さ
れ

た
日
に
ち
が
春
秋
三
月
二
十
三
日
、
九
月
二
十
三
日
と
い
う
の
は
正
し

い
。
例
え
ば
、
文
政
三
年
九
月
二
十
三
日
、
頼
山
陽
が
雲
華
に
宛
て
た

書
簡
を
み
る
と

今
日
例
之
双
林
展
観
へ
参
候
処
、
御
弟
子
画
像
に
邂
逅
、
明
日
大

有
兄
御
西
帰
と
承
候
ゆ
へ
、
附
二

此
双
字
一

候
。

(

文
政
三
年
九
月
廿
三
日

『

頼
山
陽
書
翰
集』

上)

実
際
、
こ
の
よ
う
に
九
月
二
十
三
日
に
双
林
寺
で
展
観
が
開
か
れ
て
い

る
。山

陽
の
書
簡
の
な
か
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
双
林
寺
で
開
か
れ
た
展

観
に
つ
い
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
幾
つ
か
を
こ
こ
に
挙
げ
な
が
ら
、
展
観
の
様
子
を
探
っ
て
み
る
。

ま
ず
、
展
観
は
、
い
わ
ゆ
る
新
書
画
展
観
で
、
山
陽
自
身
も
勿
論
出

品
し
て
い
た
。
年
代
未
詳
で
あ
る
が
、
三
月
二
十
三
日
、
月
峰
に
宛
て

た
書
簡
は
、
芝
居
言
葉
を
用
い
た
く
だ
け
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

口
上

例
の
場
ふ
さ
げ
も
の
差
出
申
候
。
立
役
、
今
度
の
芸
に
、
は
じ
め

て
女
形
を
や
り
申
候
、
桟
敷
受
如
何
可
レ

有
レ

之
哉
、
兎
角
座
元
の
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御
引
ま
わ
し
を
願
上
候
。
日�

の
比
、
又
々
拝
顔
、
か
の
牡
丹
餅

を
相
た
の
し
み
申
候
。
以
上
。

三
月
廿
三
日

尚
々
、
百
銅
相
添
申
候
。
大
幅
に
は
や
す
く
候
へ
ど
も
、
御
な
じ

み
甲
斐
に
御
受
納
可
レ

被
レ

下
候
。

廿
三
日
五
半
過

双
林
寺

長
喜
庵
様

頼

掛
物
一
幅
、
百
銅
添

(

年
未
詳
三
月
二
十
三
日

『

頼
山
陽
書
翰
集』

下)

｢

例
の
場
ふ
さ
げ
も
の｣

と
は

｢

掛
物
一
幅｣

で
、
こ
れ
を
月
峰
に
届

け
る
折
に
付
し
た
書
簡
で
あ
る
。
内
容
か
ら
推
察
す
る
に
、
い
つ
も
と

は
多
少
違
っ
た
趣
向
の
も
の
を
出
品
す
る
の
で
あ
ろ
う
。｢
桟
敷
受｣

す
な
わ
ち
客
受
け
を
気
に
し
て
い
る
。
会
場
に
は
、｢

日�
｣

、
夕
方
頃
、

参
上
す
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、｢

百
銅｣

を
添
え
て

い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
出
品
料
で
あ
る
。
次
に
紹
介
す
る
書

簡
で
も
、
出
品
料
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

…
然
バ
明
朝
は
例
の
御
芝
居
、
青
田
同
様
之
場
ふ
さ
げ
為
レ

持
上

申
候
。
其
上
、
対
幅
ニ
て
、
介
石
と
云
芸
者
つ
れ
て
参
申
候
、
弐

人
前
出
さ
ね
バ
な
ら
ぬ
筈
之
所
、
壱
人
前
よ
り
ハ
上
不
レ

申
候
、

手
打
連
中
之
か
ほ
と
云
う
ぬ
ぼ
れ
な
れ
共
、
よ
ろ
し
く
奉
レ

希
候
。

○
は
り
つ
け
る
か
、
ぬ
い
つ
け
て
上
可
レ

申
筈
な
れ
共
、
巻
て
し

は
よ
り
申
候
故
、
其
儘
ニ
て
上
申
候
、
御
面
倒
之
至
な
れ
共
、
よ

ろ
し
く
位
置
奉
レ

頼
候
。
明�

時
拝
面
参
可
二

申
上
一

候
。
蔵
人
君

も
帰
京
、
御
同
伴
可
レ

仕
と
奉
レ

存
候
。
其
節
ハ
、
例
之
牡
丹
餅
、

相
楽
申
候
、
是
ハ
青
田
桟
敷
へ
茶
・
た
ば
こ
を
出
さ
せ
る
心
也
、

御
一
笑
。九

月
廿
二
日
夜

人
頼
ニ
て
上
申
候
、
明
早
朝
相
達
可
レ

申
も
難
レ

計
候
。

双
林
寺
長
喜
庵

月
峰
上
人

頼
徳
太
郎
拝

壱
軸
添

(

年
未
詳
九
月
廿
二
日

『

頼
山
陽
書
翰
集』

続)

介
石
と
は
、
野
呂
介
石(

延
享
四
年(

一
七
四
七)

一
月
二
十
日
生
、

文
政
十
一
年

(

一
八
二
八)

三
月
十
四
日
没
、
八
十
二
歳)

。
和
歌
山

藩
士
で
画
も
能
く
す
る
。
池
大
雅
の
門
下
だ
っ
た
時
期
も
あ
る
。
そ
の

介
石
と
の
対
幅
を
出
品
す
る
山
陽
は
、
本
来
な
ら
二
人
分
の
出
品
料
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
人
分
し
か
払
わ
な
い
と
い
う
。｢

手

打
連
中｣

と
は
、
歌
舞
伎
用
語
で
、
顔
見
世
狂
言
の
時
、
劇
の
途
中
で

― 31 ―



立
っ
て
褒
め
言
葉
を
述
べ
、
手
を
打
つ
贔
屓
の
連
中
の
こ
と
を
い
う
。

つ
ま
り
、
展
観
の
後
援
者
、
関
係
者
だ
か
ら
、
大
目
に
見
て
く
れ
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
表
装
も
し
て
い
な
い
ら

し
い
。
展
観
は
翌
朝
に
は
始
ま
る
の
だ
か
ら
、
主
催
者
月
峰
の
苦
労
が

し
の
ば
れ
る
。
前
掲
の
書
簡
に
も
、
こ
の
書
簡
と
同
じ
く

｢

牡
丹
餅｣

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
あ
る
の
は
、
展
観
で
必
ず
振
舞
わ
れ
る
茶
菓

な
の
か
、
は
た
ま
た
料
理
屋
大
雅
堂
や
双
林
寺
の
名
物
で
あ
っ
た
の
か
。

さ
て
、｢

手
打
連
中｣

で
あ
る
山
陽
は
、
自
身
が
出
品
す
る
だ
け
で

な
く
、
展
示
作
品
を
集
め
る
こ
と
に
も
一
役
買
っ
て
い
た
。

一
緊
要
事
あ
り
、
鵙
目
と
那
波
に
、
展
観
に
御
出
あ
れ
よ
と
勧
置

候
。
鵙
は
手
本
書
て
進
じ
候
。
も
は
や
期
迫
申
候
、
未
レ

見
候
如

何
。
ち
と
御
促
し
可
レ

被
レ

下
候
。
此
義
可
二

申
上
一

と
、
態
走
二

樵

青
一

候
。(

中
略)

明
日
・
明
後
日
ノ
内
に
御
越
と
被
レ

仰
可
レ

被
レ

下
候
。(

年
未
詳
九
月
廿
日
小
石
元
瑞
宛

『

頼
山
陽
書
翰
集』
下)

小
石
元
瑞
に
宛
て
た
山
陽
書
簡
に
よ
る
と
、
山
陽
は
物
集
西
阜
に
手
本

ま
で
用
意
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
展
観
に
実
際
、
何
点
程
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
山
陽
の
世
代
の
み
な
ら
ず
、
更

に
そ
の
門
下
・
弟
子
な
ど
若
手
か
ら
も
広
く
集
め
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
先
に
挙
げ
た
文
政
二
年
九
月
二
十
三
日
雲
華
宛
書
簡
に
も

｢

御

弟
子
画
像
に
邂
逅
、
明
日
大
有
兄
御
西
帰
と
承
候
ゆ
へ｣

と
あ
る
。

ま
た
、
長
喜
庵
で
行
わ
れ
た
展
観
に
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が

出
入
り
し
た
た
め
、
展
示
を
楽
し
む
と
い
う
本
来
の
目
的
の
み
な
ら
ず
、

情
報
交
換
の
場
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
関
係
者
の
動
向
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
簡
で
も
知
ら

れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
新
作
を
取
り
上
げ
、
そ
の
良
し
悪
し
、
評
判
を

語
る
場
で
も
あ
っ
た
。

扨
も
御
無
沙
汰
候
と
云
も
、
巻
出
来
候
は
ゞ
、
其
節
と
存
候
て
の

事
、
所
が
、
表
具
屋
大
隙
入
り
、
出
来
候
て
直
に
と
存
候
所
、
箱

な
け
れ
ば
損
じ
可
レ

申
と
存
候
て
、
鼎
に
相
談
い
た
し
候
所
、
鼎

申
す
に
は
、
折
角
箱
も
さ
せ
て
の
御
頼
と
申
候
故
、
さ
せ
候
所
、

是
に
又
十
日
程
も
延
引
。
大
方
貴
錫
東
飛
と
、
行
違
ひ
に
は
な
る

ま
じ
や
と
も
存
候
へ
共
、
御
約
束
に
ま
か
せ
、
豊
前
へ
差
出
し
申

候
。
扨
も
是
れ
に
は
骨
折
り
申
候
て
、
京
の
評
判
も
一
統
よ
ろ
し

く
候

(

自
注
�
箱
出
来
の
日
、
月
峰
長
喜
庵
展
観
の
日
に
て
出
し

申
候)

。

(

文
政
三
年
三
月
廿
七
日
雲
華
宛
山
陽
書
簡

『

新
選

山
陽
書
翰
集

(

注
�)』)
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そ
し
て
、
最
も
重
視
し
た
い
の
は
、
月
峰
が
開
催
し
た
新
書
画
展
観

は
、
新
た
な
人
間
関
係
を
生
み
だ
す
場
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、『
竹
田
荘
師
友
画
録』

巻
上
の
東
洋
の
項
目
を
見
る
と
、

｢

予
於
二

東
山
月
峯
上
人
書
画
会
席
間
一

相
識｣

と
あ
る
。
画
も
よ
く
し

た
月
峰
の
知
己
と
し
て
参
加
し
て
い
た
東
洋
と
、
遠
く
九
州
竹
田
か
ら

上
京
し
て
き
た
竹
田
と
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
双
林
寺
で
の
新
書
画
展

観
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

洛
東
双
林
寺
三
四
世
の
住
職
、
月
峰
の
活
動
を
、
交
誼
を
結
ん
だ
二

人
の
人
物

と
も
に
書
画
を
愛
好
す
る
趣
味
人
で
あ
り
、
遠
い
土
地

か
ら
上
京
し
た
年
少
者

の
残
し
た
書
簡
や
詩
文
か
ら
拾
い
出
し
、

考
え
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
文
化
・
文
政
期
の
も
の
が
殆
ど
で
、
月
峰
の

活
動
と
い
っ
て
も
、
晩
年
の
一
時
期
、
特
定
の
範
囲
の
も
の
し
か
と
り

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
月
峰
の
存
在
の

特
異
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
山
は
、
京
の
人
々
が
好
む
遊
興
の
場
で
あ
り
、
ま
た
文
人
墨
客
が

そ
の
佳
景
、
歴
史
に
ひ
か
れ
て
集
っ
た
り
、
住
家
を
移
し
た
り
す
る
よ

う
な
、
い
わ
ば
文
化
的
土
地
空
間
で
あ
っ
た
。
京
都
の
な
か
で
も
、
い

さ
さ
か
異
質
な
こ
の
地
に
お
い
て
、
月
峰
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
繋
ぐ

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
れ
は
東
山
と
い
う
美
景
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
っ
た
り
、
双
林
寺
内
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
美
し
い
庭
、
さ
ら
に
は
、

大
雅
堂
な
ど
の
料
理
屋
と
い
っ
た
数
々
の
利
点
を
い
か
し
た
も
の
で
も

あ
っ
た
。
月
峰
自
身
が
池
大
雅
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
時
、

大
雅
の
画
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
も
月
峰
と
い
う
人
に
掛
替
え

の
な
い
価
値
を
与
え
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
加
え
て
、

そ
の
面
倒
見
の
よ
さ
、
義
理
堅
さ
と
い
っ
た
、
月
峰
の
性
格
も
、
彼
の

行
動
や
活
動
を
支
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
双
林
寺
の
僧
侶
で
あ
る
月
峰
は
、
大
雅
風
を
伝
え
る
画

家
と
し
て
、
ま
た
古
器
物
を
愛
好
す
る
好
事
家
と
し
て
、
展
観
の
開
催

者
と
し
て
、
本
稿
で
は
触
れ
な
っ
た
が
俳
諧
師
と
し
て
、
そ
の
人
脈
を

駆
使
し
、
近
世
後
期
の
京
都
東
山
に
一
つ
の
文
化
サ
ロ
ン
を
形
成
し
て

い
た
。
そ
れ
は
展
観
な
ど
の
文
化
的
活
動
で
あ
っ
た
り
、
花
見
・
紅
葉

狩
り
、
ま
た
は
そ
う
謳
っ
た
単
な
る
宴
で
あ
っ
た
り
と
、
多
様
な
理
由

付
け
が
な
さ
れ
た
が
、
確
か
に
機
能
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
新
た
な
人
脈
を
作
る
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
品
評
や
情

報
の
交
換
、
そ
の
結
果
、
新
た
に
創
出
さ
れ
て
ゆ
く
作
品
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
サ
ロ
ン
の
影
響
力
は
、

東
山
と
い
う
場
に
留
ま
ら
ず
、
地
方
へ
及
び
、
文
化
伝
播
に
も
役
立
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
月
峰
は
俳
事
も
盛
ん
に
し
、
ま
た
画
者
と
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し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
山
陽
と
竹
田
を
軸
に
主
に
そ
の

晩
年
の
交
友
の
様
を
確
認
し
て
き
た
が
、
月
峰
の
サ
ロ
ン
は
俳
壇
や
画

壇
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
月
峰
に
つ
い
て
、
今

回
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
壮
年
期
の
活
動
や
、
俳
壇
と
の

関
わ
り
、
画
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
稿
を
な
す
こ
と
に
し
た
い
。

注

注
１

明
治
期
の
名
勝
地
公
園
化
計
画
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
加
藤
哲
弘
・

中
山
理
・
並
木
誠
士
編

『

東
山
／
京
都
風
景
論』

(

二
〇
〇
六
年
、
昭
和

堂)

に
詳
し
い
。

注
２

月
峰
挿
画
に
つ
い
て
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、
俳
書
で
は
紫
暁
編

『

曙
草
紙』

(

寛
政
三
年

(

一
七
九
一)

刊)
、『
常
盤
の
香』

(

同
十
一
年

刊)

、『

夢
の
猪
名
野』

(

享
和
元
年

(

一
八
〇
一)

刊)

、
一
無
庵
編

『

高
名
詞
画』

(

同
三
年)

、
定
雅
編

『

し
な
え
ら
び』

(

寛
政
四
年)

、

『

露
一
つ』

(

刊
年
不
明)

、『

古
か
め』

(

同)

、
一
枚
摺
で
は

｢

定
雅
席

上
探
題
月
峰
画
松
下
人
物
図｣
(『

俳
諧
一
枚
摺』

平
成
三
年
、�

柿
衛

文
庫)

な
ど
。

注
３

富
田
志
津
子
著

『

二
条
家
俳
諧

資
料
と
研
究』

(

研
究
叢
書
二
四
三
、

一
九
九
九
年
、
和
泉
書
院)

参
照
。

注
４

(
)

内
の
月
峰
年
齢
は『

大
人
名
辞
典』

の
享
年
よ
り
逆
算
し
た
も
の
。

以
下
同
。

注
５

な
お
、
月
峰
の
墓
は
、
そ
の
息
子
義
亮
、
清
亮
の
も
の
と
と
も
に
、
今

も
双
林
寺
の
墓
地
に
存
す
る
。

注
６

『

近
世
人
名
録
集
成』

第
四
巻

(

昭
和
五
一
年
、
晩
誠
社)

所
収
。
引
用

に
際
し
て
、
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。

注
７

徳
富
蘇
峰
監
修
・
木
崎
好
尚
編

『

田
能
村
竹
田
全
書』

文
集
・
遺
著

(

昭
和
十
一
年
、
帝
国
地
方
行
政
学
会)

所
収
。

注
８

『

新
修
京
都
叢
書』

巻
二

(

臨
川
書
店)

所
収
。

注
９

紫
水
文
庫

(

昭
和
一
四
年)

。
濁
点
は
私
に
付
し
た
。

注
10

九
州
大
学
文
学
部
図
書
室
相
見
文
庫

(

和
・
１
０
３)

、
東
京
芸
術
大
学

附
属
図
書
館
脇
本
文
庫

(

Ｒ
７
２
０
・
６
�
２)

、
刈
谷
市
立
図
書
館
村

上
文
庫
の
三
点
が
伝
存
す
る
。

注
11

池
大
雅
に
つ
い
て
は
、
森
銑
三
氏

｢

池
大
雅｣

｢

池
大
雅
家
譜｣

｢

大
雅

堂
遺
事｣

｢

大
雅
遺
聞｣

(『

森
銑
三
著
作
集』

第
三
巻

一
九
八
八
年
刊
、

中
央
公
論
社)

に
詳
し
い
。
ま
た
、
月
峰
に
つ
い
て
、
大
雅
に
か
か
わ

る
も
の
、
と
り
わ
け
大
雅
堂
に
関
係
す
る
事
柄
は
、
相
見
香
雨
氏
の
書

か
れ
た

｢

池
大
雅｣

(『

相
見
香
雨
集』

二

日
本
書
誌
学
大
系
四
五

一
九
八
六
年
、
青
裳
堂
書
店)

の

｢

大
雅
没
後
の
大
雅
堂｣

と
そ
の
内

容
が
重
出
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
参
考
資
料
名
が
明
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
そ
れ
を
補
う
意
味
と
、
月
峰
を
語
る
上
で
省
略
す
る

こ
と
は
難
し
い
た
め
に
、
あ
え
て
重
複
を
恐
れ
ず
記
し
た
。

注
12

『

詩
集
日
本
漢
詩』

巻
六
所
収
。
以
下
同
。

注
13

『

田
能
村
竹
田
全
書』

文
集
・
遺
著
所
収
。

注
14

『

田
能
村
竹
田
全
書』

文
集
・
遺
著
所
収
。

注
15

『

淇
園
詩
文
集』

(

近
世
儒
家
文
集
集
成
九
、
昭
和
六
一
年
、
ぺ
り
か
ん

社)

所
収
。

注
16

『

日
本
随
筆
大
成』

一
期
一
巻
所
収
。

注
17

日
本
古
典
文
学
大
系

『

上
田
秋
成
集』

(

岩
波
書
店)

所
収
。

注
18

『
新
修
京
都
叢
書』

巻
一
七
〜
二
一
巻
所
収
。

注
19

『
田
能
村
竹
田
全
書』

文
集
・
遺
著
所
収
。

注
20

徳
富
蘇
峰
監
修
・
木
崎
好
尚
編

『

田
能
村
竹
田
全
書』

書
翰

(

昭
和
九

年
、
帝
国
地
方
行
政
学
会)
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注
21

『

田
能
村
竹
田
全
書』

文
集
・
遺
著
所
収
。

注
22

徳
富
蘇
峰
・
木
崎
好
尚
・
光
吉
澆
華
共
編

『

頼
山
陽
書
翰
集』

下

(

昭

和
二
年
、
民
友
社)

注
23

徳
富
蘇
峰
・
木
崎
好
尚
共
編

『

頼
山
陽
書
翰
集』

続

(

昭
和
四
年
、
民

友
社)

注
24

徳
富
蘇
峰
・
木
崎
好
尚
・
光
吉
澆
華
共
編

『

頼
山
陽
書
翰
集』

上

(

昭

和
二
年
、
民
友
社)

注
25

木
崎
好
尚
著

『

新
選

山
陽
書
翰
集』

(

昭
和
十
一
年
、
章
華
社)

本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(

特
別
研
究
員
奨

励
費)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

た
な
べ
な
ほ
こ
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員)
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